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1. はじめに 

2018 年 2 月時点の ETC2.0 車載器の普及台数は 330 万

台を超えており，目覚ましく増加している．車両の走行・

挙動履歴である ETC2.0 プローブ情報も日々蓄積されて

おり 1)，道路管理者による活用事例が増えつつある．具体

例として，進行方向別の交差点改良効果 2)や流出方向別

の渋滞状況 3)の把握などに活用されている． 

ETC2.0 プローブ情報には区間速度と地点速度とが蓄

積されており，現在は各々で活用されている 4), 5)．この両

者を組合せて分析することで詳細な交差点流入時の交通

状況を把握できると考えられる． 

本稿は，ETC2.0 プローブ情報を用いた交差点流入部に

おける交通状況の把握手法の有用性を考察する． 

2. 交差点流入部における交通状況の把握手法の考案 

 本研究では，ETC2.0 プローブ情報に収録されている区

間速度および地点速度を用いた右左折進行方向別の交差

点流入部の交通状況の把握手法を考案した． 

 なお，本研究で扱う区間速度は DRM リンクの平均旅

行速度のことを指す． 

(1）進行方向別の区間速度 

 図-1（a）は考案した右左折進行方向別の平均区間速度

の把握手法を示している．まず，ETC2.0 プローブ情報か

ら対象交差点に流入する車両の運行 ID，トリップ番号お

よび旅行時間を抽出する．続いて，車両が通過した DRM

および時刻を用いて対象交差点流入後の進行方向を分類

する．そして，時間帯別の進行方向別の車両別の DRMリ

ンク通過所要時間の合計値を集計する．最後に，DRMリ

ンク延長を DRM リンク通過所要時間の合計値で除して

区間速度（平均旅行速度）を算出する． 

(2）交差点付近の地点速度 

図-1（b）は考案した右左折進行方向別の地点速度の分

析手法を示している．まず，ETC2.0 プローブ情報から対

象交差点に流入する車両の運行 ID，トリップ番号，時刻

および速度を含む点列データを抽出する．続いて，交差

点を構成する DRMから縦 10m，横 10mの矩形ポリゴン

を生成する（図-2参照）．そして，抽出した点列データと

生成した矩形ポリゴンとを GIS 上で重畳し，点列データ

に矩形ポリゴンの番号を付与する．この番号と時刻とを

用いて対象交差点流入後の進行方向を分類する．最後に，

生成した矩形ポリゴンの番号別に地点速度を集計し，停

止線からの距離帯別の地点速度を算出する． 

3. ケーススタディによる考案手法の有用性の検証 

本研究では，主要渋滞箇所に指定されている国道 1 号

久世橋交差点（京都市南区）を対象に，考案した手法に則

して交通状況を分析した．ETC2.0 プローブ情報は，国土

交通省近畿地方整備局管内（2府 5 県）の 2016 年 10月 1

日～31 日の 1ヶ月分（総レコード数：約 3.8 億レコード，

車両台数：約 177万台），さらに同期間の民間プローブデ

ータも用いた．分析対象時間帯は，朝混雑時（7，8 時）

および夕混雑時（17 時，18時）とした． 

（1）進行方向別の区間速度 

進行方向別の区間速度の算出結果を図-3に示す．図-3

の流入 1より，区間全体では 20㎞/h未満であるが，直進

車は 20 ㎞/h以上である．また，図-3の流入 4より，右折

車が低速度であるため，区間速度の低下の要因となって

いる可能性がある．ETC2.0 プローブ情報は，民間プロー

ブデータでは困難であった進行方向別まで分解して分析 

 
    （a）区間速度  （b）地点速度 あああ  

図-1 考案した分析手法のフロー 
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することができる．図-3の交差点でも従来は渋滞と過小

評価されていた区間の速度低下要因や直進車は渋滞して

いない状況を把握できた． 

（2）交差点付近の地点速度 

 北から流入した直進車の地点速度の算出結果を図-4に

示す．図-4より，朝混雑時は夕混雑時と比較して地点速

度が高い傾向であった．これは区間速度の分析結果（図-

3の流入 1）と同様の傾向であることが確認できた．さら

に，朝混雑時では停止線直前で 40km/h台に点列データが

集中しており，夕混雑時では停止線の直前および 110m離

れた地点で低速度の点列データが集中していた．これら

より，直進車の速度低下箇所を把握できた．右折車や左

折車も同様に速度低下箇所を把握できるため，進行方向

別の区間速度の分析結果と組合せることで詳細な交差点

流入時の交通状況を解明できると考えられる． 

4. おわりに 

本稿では，ETC2.0 プローブ情報を用いた交差点流入部

における交通状況の把握手法の考案および有用性の検証

結果を報告した．今後は，道路管理者に有益である渋滞

対策に資する情報を得るため，車両別の信号待ち回数等

の運行特性を考慮した交通状況の分析手法を考案する．  
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背景地図の出典：google map 

図-2 生成する矩形ポリゴンのイメージ 

 

背景地図の出典：google map 

図-3 区間速度の分析結果 

 

図-4 地点速度の分析結果(流入方向：北 直進車) 
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速度/
交差点距離

~200m ~190m ~180m ~170m ~160m ~150m ~140m ~130m ~120m ~110m ~100m ~90m ~80m ~70m ~60m ~50m ~40m ~30m ~20m ~10m 合計

~10km/h 2 1 1 2 2 2 2 3 2 2 1 1 21

~20km/h 1 1 2 1 1 2 1 3 4 1 6 1 2 3 3 32
~30km/h 3 4 3 1 3 1 3 3 2 1 3 4 2 4 4 4 3 6 54
~40km/h 5 5 1 2 2 1 2 4 6 12 7 8 9 2 4 4 6 2 5 87
~50km/h 7 8 16 7 3 7 5 5 4 11 12 3 6 4 3 3 5 2 4 10 125
~60km/h 3 13 6 4 3 2 3 9 7 9 7 2 5 4 4 5 2 88
~70km/h 2 4 2 1 3 1 2 2 1 2 20

速度/
交差点距離

~200m ~190m ~180m ~170m ~160m ~150m ~140m ~130m ~120m ~110m ~100m ~90m ~80m ~70m ~60m ~50m ~40m ~30m ~20m ~10m 合計

~10km/h 0 1 0 1 0 1 3 2 5 5 0 0 1 1 1 3 2 5 3 3 37

~20km/h 4 2 1 2 1 2 4 4 5 6 2 3 6 3 6 6 6 5 7 5 80
~30km/h 2 3 3 3 2 4 7 4 2 3 6 3 4 2 11 2 7 5 8 8 89
~40km/h 6 2 4 3 4 3 3 3 5 5 8 4 2 1 2 1 4 5 3 4 72
~50km/h 4 5 6 6 2 0 2 5 3 5 8 5 4 2 3 4 3 6 1 1 75
~60km/h 3 4 4 3 1 2 1 3 1 2 1 5 3 0 1 1 0 0 2 0 37
~70km/h 0 0 2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 7

（単位：レコード数）

流入方向：北 直進 朝混雑時進行方向 停止線

夕混雑時 停止線
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